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１面

新成人! 生石地区で１９７名の門出祝う！

私たち新成人がこの日を迎えることができたのは、家族、諸先生方、

地域の方々のおかげです。特に親には感謝しなければなりません。

私は春から社会人として働きます。愛媛を離れ神奈川で夢であった美

容師になります。憧れの職業に就くことができましたのも親のおかげで

す。お世話になった分たくさん恩返しをしていきたいと思っています。

成人を迎え、責任と自覚を持ち、これからは、私たちが下の代の子た

ちを支えてあげれる大人になりたいと思います。

新成人代表；犬飼 朝海（記）

お世話になった方々へ

感謝と恩返し！

「端午の節句」の変遷？

端午の節句が伝わった当初は、

田植えの行事の一つでした。若

くて清らかな少女による田植え

で豊作を願ったものです。もと

もと女の子（早乙女）の行事で

したが武士の出現（鎌倉時代）

とともに男の子の立身出世を願

う行事へと変遷したものです。

昭和になり「子どもの日」とな

りました。「ちまき」も「菖

蒲」も古代中国より伝えられた

ものです。

なかなか姿を見

せないご来光！垣

生山山頂ではおよ

そ６０人がその瞬

間を待ちました。
（２０１８年元旦、垣

生山山頂にて撮影）
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1月7日（日）生石

公民館に於いて、生

石地区の成人式が行

われ、1８２人の新

成人が出席。大人へ

の仲間入りをしまし

た。(写真左)

ともみ



１面

生石地区タウンミーティング！
「生石地区のタウンミーティング」が昨年１１月２２日、生石公民

館で開催されました。野志市長と生石地区在住の30人程とで、「生

石地区のまちづくり」をテーマに意見交換が行われました。「児童の

通学路の安全確保」「災害時の市との連携」「高齢者の生活利便性の

向上策」など、地区の安全・安心についての意見や要望が交わされま

した。市長からは、それぞれの対応説明と「今後とも地区の皆さんと

連携して、まちづくりをしていきたい」との話がありました。今回、

質疑応答の形であったため、やや堅苦しい雰囲気も感じられましたが、

行政とのコミュニケーションを図るには良い機会であり、開催を継続

してほしいと思いました。広報部；林 敬道（記）

災害に強いまちを目指し！災害時の要支援者対策への取組み！！

僕たち、私たち、「笑顔つなぐえひめ国

体・えひめ大会」に参加しました！！

と、言っても競技で参加したのではありま

せん。そうです。教育文化部と合同で「国

体・花のおもてなし」と銘打って小学生から

おじいちゃん、おばあちゃんまで幅広い方々

にサルビアの花を育てていただきました。

7月15日に苗を配り9月23日に回収、その

足で松山空港へ持ち込み、許可をいただいた

場所に展示しました。

空路で愛媛県を訪れる競技関係者はもちろ

んの事、多くの観光客の方々の目にも止まっ

たのではないでしょうか。天皇、皇后両陛下

がお越しになられた時も、目の前に真っ赤な

花を咲かせておりました。ご覧いただけたも

のと思っております。長い国体期間中、まち

づくり協議会のメンバーは、水やりや除草等

のお世話をしながら国体に参加させていただ

きました。何十年に一回廻ってくる国体に裏

方ですが参加でき、記憶に残る１年でした。

環境部；秀野隆昭（記）

垣生山整備部では１月１３日寒空の中、今年の仕事始めと

して、垣生山の北吉田側に地権者のご協力を頂き、雑木林を

開墾して、陽光桜１５本を植樹しました。

平成２６年２月に植樹した陽光桜は、約４メートルに成長

しています。また、高岡側には生石小学校６年生が卒業記念

（Ｈ２７年、Ｈ２８年、Ｈ２９年）として植樹した陽光桜が

大きく成長し、今年は蕾が沢山付いています。今年の見ごろ

は、４月３日頃になるのではと思われます。・・・ご期待く

ださい！

今年も陽光桜を卒業記念として、西中学校（1／２５）、生

石小学校（１／２９）、さくら小学校（２／６）でそれぞれ

植樹を行いました。

生石地区まちづくり協議会では、生石地区で１０００本の

陽光桜を咲かせることを目指して活動を行っています。

垣生山整備部；川本三美（記）

生石小卒業記念植樹（1/29）

今年度生活安全部では、災害に強いまちへの取組強

化に係る事業として「災害時要支援者対策」に取り組

みました。

近年の大規模災害では、犠牲者の多くが、高齢者や

障がい者などの災害時要支援者となっています。これ

らの人々の避難支援活動を円滑に行うためには、近隣

の助け合いが重要であり、事前に居場所を地域の人が

把握しておく必要があります。そこで、松山市から要

支援者の氏名や住所などの個人情報の提供を受けるた

めの書類の整備、体制等に取組み、「生石地区避難行

動要支援者に係る個人情報取扱要領」を作成しました。

今後は、松山市に申請して名簿の提供を受け、自主

防災組織連合会を中心に、町内会、民生委員等が連携

して災害発生時に避難誘導や救助、安否確認などが迅

速に行える体制作りに取り組みたいと考えています。

また、前年度に引き続き、各地区の自主防災会と連

携し防災講習会を行いました。「南海トラフ巨大地震

に関する基礎知識」「松山で発生した災害・予想され

る災害」「身近に出来る防災・減災」等のテーマにつ

いて、地域の皆さんと一緒に学び、考えることができ

ました。 生活安全部；三好利満（記）

西中卒業記念植樹（1/25）

記憶に残るお花のおもてなし！

２面
サルビア苗配布

垣生山整備部の皆さん

南吉田東の歩

道橋改修工事で

子どもたちの安

全対応について

質問に立つ福山

会長（写真右）

さくら小卒業記念植樹（2/6）



　

ご寄付のお礼！
「生石地区まちづくり協議会」

に、ご寄付を賜りました、各事業

者の皆さま、誠にありがとうござ

います。

今後ともご支援、ご協力をよろ

しくお願いいたします。

休診；日曜／祭日・木曜午後・土曜午後

～笑顔のあふれる病院～

医療法人結和会 松山西病院

北吉田診療所

循環器科・内科・消化器科・小児科

松山市北吉田町１０１９-１

TEL ９６５-４１８０

愛 媛 銀 行

空港通支店
松山市高岡町７９-２

TEL ９７１-９２００

老人保健施設ミネルワ

松山市高岡町３０２-２

TEL ９７２-９５００

えひめ中央農業協同組合

生 石 支 所
松山市高岡町８４１-１

TEL ９７２-００５７

医療法人河原医院

３面

内科・消化器科・外科医療法人ミネルワ会

松山市富久町３６０-１

TEL ９７２-３３５５

松山市高岡町６３０-３

TEL ９７１-２０２５

１２月５日（火）桃山幼稚園では、年中組の園

児31名に教師2名が付き添い、南吉田町にあり

ます「ミネルワスティ」を訪問しました。スタッ

フの方も子どもたちと一緒になって、クリスマス

曲を楽しみました。

入居者の皆さんから、「上手に出来たね～」

「楽しかった！」などの感謝の声がとどけられ、

手作りのペンダントを渡しながら、握手をしたり、

抱きしめてもらったりしていました。

自分たちの演奏で人を喜ばせることができたと

いうこと、周りの人から感謝の気持ちを伝えられ

たということは、子どもたちにとって大切な体験

となりました。 桃山幼稚園；大野ひろみ（記）

平成３０年の元旦、教育文化部では、初日

の出を垣生山で迎えようと、「初日の出登

山」を行いました。参加者は２０名でしたが、

山頂にはおよそ４０名ちかくの皆さんが既に

登っており、登ったときには、東の空は厚い

雲に覆われていましたが、待つことしばし、

雲の間から顔を出したご来光！去年に引き続

いて厳かな初日の出を拝することができまし

た。今年もよい年でありますように！

教育文化部；替地和人（記）

桃山幼稚園児３１名が

クリスマス曲演奏慰問！

生石公民館では、12月16日（土）「親子ふれあいｄａ

ｙ」が開催され、お父さん・お母さんと一緒に参加した子

どもたちは、青少年部のゲーム、いきいき担当の工作や、

なぞなぞスタンプラリーに答えてサンタハウスでプレゼン

トをゲットしたり、西中のお兄さん、お姉さんたちの風船

アートや木のプールで遊んで、最後はビンゴゲームで景品

をもらっていました。帰りにはお父さんたちの搗いたお餅

をお土産に、楽しい一日を過ごしました。「お父さん、ま

た公民館に行こうね！！」子どもさんの参加は130名を

超えていました。 広報部；長谷川妙子（記）

【認知症サポーター養成講座開講】
〇 高齢化とともに認知症の方が増加する傾向にありますが、

認知症になっても地域のみなさんに暖かく支援され、住み慣れ

た地域で安心して生活が送れるよう「認知症サポーター養成講

座」を地域交流サロン、高齢クラブで計４回行いました。次年

度はさらに生石全体に広げていく予定です。

【高齢者の不安解消と自立支援に役立つ福祉・健康講座】
〇 認知症とその対応については、介護保険の利用方法や、認

知症の対応について演劇でわかりやすい講演を行いました。

〇 人が生活するうえで８割の情報を得ている「目の見え方を

鍛えること」により転倒を防止できるという講演なども行いま

した。

【体験学習を通じ学ぶ！】
〇 児童生徒がいろいろなハンディキャップを抱える人の実情

を理解し、対応方法を身に付ける体験学習を実施する学校、社

会福祉協議会の活動に参加しました。

福祉部；田中正昭（記）

地域で支え合う福祉の充実めざして！ 雲間から2018年のご来光！

１１月２５日（土）生石小学校校庭で、「三世代交流もち

つき大会」が盛大に行われました。春には田植え、秋は稲刈

り、そしてもちつきと季節を感じながらの恒例行事。全校児

童１０２５名とスタッフ２００名余りが参加しての大イベン

トでした。



平昌五輪、スピードスケート女子５００メートルで日本のエース小平奈

緒選手が悲願の金メダルを獲得し、しかも日本人女子初の快挙。テレビの

前で声援を送ったのは私だけではなかっただろう・・・

立春を過ぎ、厳しかった冬も少しづつ春の兆しが感じられるようになり

ました。今年も垣生山に「陽光桜」１５本が植樹されました。３年前に植

樹した桜は大きく育ち、今年は素晴らしい花を咲かせてくれるものと思い

ます。ぜひ皆さん花見シーズンには垣生山を訪れてみて下さい。

石本隆廣（記）

2月２日（金）と5日（月）の2日間、生石保育園の

年長児２５名と職員５名が、北吉田町でみかん農園を営

む﨑山さんの選果場を見学させていただきました。

園児たちが、地元愛媛の特産品である「みかん」を

より身近に感じ、「みかんがどのようにして、自分た

ちの食卓まで届くのか」を知ることができました。

この時期は「いよかん」の最盛期で、子どもたちは

目の前で行われる選果に興味津々！選果の工程や出荷作

業などを知る、貴重な体験をさせていただきました。

生石保育園；樋口りえみ（記）

４面

★３月 ２日（金）西中学校「少年の日」記念行事

★３月１６日（金）西中学校卒業式

★３月１７日（土）生石保育園卒園式

☆３月２２日（木）小学校卒業式

★３月２３日（金）修業式（生石,さくら小、西中学校）

＜おしらせ＞

※生石地区まちづくり協議会では

Ｆａｃｅｂｏｏｋを始めました！

「桜鑑賞垣生山に登ろう会」のご案内‼
１．日 時；３月３１日（土）ＡＭ９時～

２．集合場所；生石公民館本館前

３．主 催；生石地区まちづくり協議会教育文化部

４．その他・注意事項

〇 桜の見事な春の垣生山に家族揃ってご参加ください。事前

に 申し込んでいなくても結構です。当日思いついての

参加も歓迎します。

但し、当日の参加者は保険の加入はできませんので

ご了承ください。
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かわいい「オオバン」の子どもたち元気に水遊び！?

「
花
万
朶
植
ゑ
て
育
て
し
人
し
の
ぶ
」

高岡団地自治会では、１月１４日（土）１０：３０～正月飾りやお

札を燃やす左義長（どんど焼き）が若宮公園で行われました。懐かし

いワラの匂いに一年の無病息災をお願いしました。

この日は、 日頃公民館を利用する機会の少ない皆さんにも公民館に

集まってもらい、まず運だめしのくじ引き(当たりくじ２０本)に約１

３０人が挑戦！大変盛り上がりました。

若い家族の方や高齢者の方も参加され、

和やかな雰囲気の中、三世代交流の親睦を

深めました。広報部；出原エイ子（記）

「どんど焼き」に130人が集う！

ワーイいっぱいでてきたー！

1月の下旬、穏やかな日差し

の中、堂之元川の「さしもも

橋」付近の川面に、３０羽程の

集団でゆっくり移動する黒い鳥

たちに出会いました。くちばし

から額にかけての白い筋が特徴

の「オオバン」の子どもたちで

す。思い思いに潜ったり、脇に

ちょとそれたり、けれど群

れを乱さず泳ぐさまは、本

当に愛らしく癒されます。

越冬のため堂之元川を選ん

だのでしょうか？

川辺の鳥で川底の水草を

エサとし、2か月もすると飛

ぶことができるということ

です。

＜ 編 集 後 記 ＞

昨年１２月４日から改修工事が行われていました南吉

田東バス停前の「湯ノ口歩道橋」がこのほど工事が完了

し、２月１９日（月）から通行可能となりました。

工事期間中、ず～と朝夕、子どもたちの安全な横断を

サポートして頂いたガードマン、保護者、先生方をはじ

め、多くの関係者の皆さん大変お疲れさまでした。

「湯ノ口歩道橋」工事が完了し通行可能に！

綺麗に改修された歩道橋


